
1．
武

蔵
野

市
の

教
育

の
動

き

年
号

年
月

市
勢

・
機

構
改

革
な

ど
学

校
教

育
分

野
生

涯
学

習
分

野

5
9

学
制

の
制

定

6
四

か
村

に
学

舎
設

立
（
吉

祥
寺

村
：
研

磋
学

舎
、

西
窪

村
・
関

前
村

：
三

省
学

舎
、

境
村

：
栄

境
学

舎
）

8
学

舎
の

名
称

を
改

称
（
研

磋
学

舎
を

吉
祥

寺
学

校
へ

、
三

省
学

舎
を

三
省

学
校

へ
、

栄
境

学
舎

を
境

学
校

（
後

に
隆

明
学

校
）
へ

）

2
2

4
武

蔵
野

村
発

足

2
6

学
校

名
を

改
名

（
吉

祥
寺

学
校

を
吉

祥
寺

尋
常

小
学

校
へ

、
三

省
学

校
を

三
省

尋
常

小
学

校
へ

、
隆

明
学

校
を

隆
明

尋
常

小
学

校
へ

）

4
1

4
三

省
尋

常
小

学
校

を
廃

止
し

、
武

蔵
野

高
等

小
学

校
を

創
立

4
4

4
学

校
名

を
改

名
（
吉

祥
寺

尋
常

小
学

校
を

武
蔵

野
村

第
一

尋
常

小
学

校
へ

、
隆

明
尋

常
小

学
校

を
武

蔵
野

村
第

二
尋

常
小

学
校

へ
）

大
正

1
3

4
私

立
武

蔵
野

学
園

創
立

私
立

成
蹊

学
園

が
池

袋
よ

り
移

転

2
4

私
立

関
東

中
学

（
旧

制
）
（
現

聖
徳

学
園

高
等

学
校

）
創

立

3
1
1

町
制

施
行

4
1
0

　
私

立
帝

国
美

術
学

校
（
現

武
蔵

野
美

術
大

学
）
創

立

5
4

武
蔵

野
町

第
三

尋
常

小
学

校
創

立

7
2

私
立

井
之

頭
学

園
女

学
部

（
現

藤
村

女
子

中
学

校
・
高

等
学

校
）
創

立

1
0

9
町

立
武

蔵
野

青
年

学
校

創
立

1
2

3
私

立
日

本
獣

医
学

校
（
現

日
本

獣
医

生
命

科
学

大
学

）
が

目
黒

よ
り

移
転

4
私

立
興

亜
専

門
学

校
（
現

亜
細

亜
大

学
）
創

立

9
武

蔵
野

町
第

四
国

民
学

校
創

立

1
7

9
府

立
武

蔵
高

等
女

学
校

（
現

都
立

武
蔵

高
等

学
校

）
が

中
野

よ
り

移
転

4
私

立
帝

国
第

一
高

等
女

学
校

（
現

吉
祥

女
子

中
学

校
・
高

等
学

校
）
が

大
久

保
よ

り
移

転

8
町

立
図

書
館

開
設

9
武

蔵
野

国
民

学
校

創
立

1
0

武
蔵

野
国

民
学

校
の

校
名

を
武

蔵
野

第
五

国
民

学
校

に
改

称

4
武

蔵
野

第
五

国
民

学
校

の
校

名
を

武
蔵

野
町

立
第

五
小

学
校

に
改

称
町

立
武

蔵
野

第
一

中
学

校
創

立

1
1

市
制

施
行

市
立

図
書

館
と

改
称

2
小

学
校

給
食

（
ミ

ル
ク

給
食

）
開

始

9
補

食
給

食
（
お

か
ず

の
み

）
開

始
、

小
学

校
全

校
（
5
校

）

1
1

社
会

学
級

開
設

4
市

立
武

蔵
野

第
二

中
学

校
創

立

1
0

武
蔵

野
市

公
立

学
校

教
育

研
究

会
（
現

武
蔵

野
市

立
小

中
学

校
教

育
研

究
会

）
発

足
市

営
総

合
グ

ラ
ウ

ン
ド

開
設

2
6

4
市

立
大

野
田

小
学

校
、

市
立

境
南

小
学

校
、

市
立

武
蔵

野
第

三
中

学
校

創
立

教
育

心
理

相
談

部
開

設
（
市

立
大

野
田

小
学

校
）

資
料
編

昭
和

明
治

2
1

1
6

2
2

2
3

2
4



年
号

年
月

市
勢

・
機

構
改

革
な

ど
学

校
教

育
分

野
生

涯
学

習
分

野

1
成

人
学

校
開

設

4
市

立
本

宿
小

学
校

創
立

1
1

武
蔵

野
市

教
育

委
員

会
発

足

2
8

4
市

営
プ

ー
ル

開
設

4
市

立
関

前
小

学
校

創
立

6
青

年
学

級
開

設

1
成

人
祭

(現
未

来
を

ひ
ら

く
は

た
ち

の
つ

ど
い

)開
催

3
社

会
教

育
委

員
設

置

4
市

立
井

之
頭

小
学

校
、

市
立

境
北

小
学

校
創

立
完

全
給

食
（
週

4
回

）
開

始
、

自
校

方
式

、
市

立
小

学
校

全
校

（
1
1
校

）

7
婦

人
学

級
開

設

1
1

市
制

施
行

1
0
周

年

3
3

2
武

蔵
野

市
教

育
委

員
会

表
彰

規
定

の
制

定

3
4

4
完

全
給

食
（
週

5
回

）
開

始

3
5

6
武

蔵
野

市
学

校
給

食
運

営
委

員
会

発
足

4
武

蔵
野

市
Ｐ

Ｔ
Ａ

連
絡

協
議

会
発

足

6
市

立
小

・
中

学
校

の
校

名
を

改
名

（
武

蔵
野

市
立

武
蔵

野
第

一
小

学
校

を
武

蔵
野

市
立

第
一

小
学

校
へ

）

3
8

7
市

立
図

書
館

を
市

立
武

蔵
野

図
書

館
と

改
称

し
、

新
館

へ
移

転

3
9

1
武

蔵
野

公
会

堂
完

成

2
家

庭
教

育
学

級
開

設

4
米

飯
給

食
開

始
（
月

1
回

）
市

民
ス

ポ
ー

ツ
デ

ー
開

始

4
1

9
市

立
桜

堤
小

学
校

創
立

老
壮

大
学

(現
い

き
い

き
セ

ミ
ナ

ー
)開

設

4
市

立
関

前
小

学
校

の
校

名
を

市
立

千
川

小
学

校
に

改
名

5
読

書
の

動
機

づ
け

指
導

開
始

6
市

立
学

校
給

食
桜

堤
調

理
場

開
設

1
1

市
制

施
行

2
0
周

年

4
3

9
旧

市
立

第
二

小
学

校
を

改
築

し
、

市
民

会
館

を
開

館

7
武

蔵
野

市
立

学
校

給
食

共
同

調
理

場
運

営
委

員
会

発
足

9
武

蔵
野

市
学

校
給

食
財

務
委

員
会

発
足

1
0

中
学

校
給

食
（
ミ

ル
ク

給
食

）
開

始

4
5

4
難

聴
学

級
（
こ

だ
ま

学
級

）
開

級
（
市

立
第

三
小

学
校

）
文

化
財

保
護

委
員

設
置

4
市

立
関

前
南

小
学

校
創

立
市

立
第

六
中

学
校

創
立

1
0

「
武

蔵
野

市
基

本
構

想
・
長

期
計

画
」
の

策
定

1
武

蔵
野

市
老

壮
連

合
会

発
足

7
む

さ
し

の
ジ

ャ
ン

ボ
リ

ー
開

始

3
0

3
6

昭
和

4
2

2
9

2
7

4
6

4
0

4
7

3
2

4
4



年
号

年
月

市
勢

・
機

構
改

革
な

ど
学

校
教

育
分

野
生

涯
学

習
分

野

4

市
立

境
幼

稚
園

創
立

病
虚

弱
学

級
（
い

と
す

ぎ
学

級
）
開

級
（
市

立
境

南
小

学
校

）
市

立
学

校
給

食
北

町
調

理
場

開
設

→
桜

堤
調

理
場

参
加

校
5
校

、
北

町
調

理
場

参
加

校
5
校

、
単

独
調

理
校

3
校

と
な

る

5
肢

体
不

自
由

学
級

（
い

ぶ
き

学
級

）
開

級
（
市

立
千

川
小

学
校

）
障

害
幼

児
学

級
（
べ

こ
の

こ
学

級
）
開

級

7
姉

妹
都

市
利

賀
村

と
の

教
育

交
流

開
始

1
0

米
飯

給
食

、
月

2
回

実
施

4
9

4
病

虚
弱

学
級

（
い

と
す

ぎ
学

級
）
開

級
（
市

立
第

六
中

学
校

）

5
1

4
情

緒
障

害
学

級
（
こ

ぶ
し

学
級

）
開

級
（
市

立
境

北
小

学
校

）

4
肢

体
不

自
由

学
級

（
い

ぶ
き

学
級

）
開

級
（
市

立
第

四
中

学
校

）

1
1

市
制

施
行

3
0
周

年

5
5

4
精

神
薄

弱
学

級
（
け

や
き

学
級

）
開

級
（
市

立
境

南
小

学
校

）

5
6

2
「
武

蔵
野

市
第

二
期

基
本

構
想

・
長

期
計

画
」
の

策
定

1
東

町
市

民
図

書
室

開
設

5
市

立
西

部
図

書
館

開
館

市
立

武
蔵

野
図

書
館

を
市

立
中

央
図

書
館

と
改

称

5
8

9
本

町
図

書
室

開
設

4
難

聴
学

級
（
エ

コ
ー

ル
ー

ム
）
開

級
（
市

立
第

一
中

学
校

）

1
0

改
築

に
よ

り
、

現
市

民
会

館
を

開
館

1
1

（
財

）
武

蔵
野

文
化

事
業

団
設

立

6
0

1
2

図
書

館
電

算
シ

ス
テ

ム
稼

働
開

始

6
1

3
中

学
校

給
食

検
討

委
員

会
発

足

5
学

校
施

設
開

放
開

始

1
1

市
制

施
行

4
0
周

年
市

立
吉

祥
寺

図
書

館
開

館

4
肢

体
不

自
由

学
級

（
い

ぶ
き

学
級

）
休

級
（
市

立
第

四
中

学
校

）

1
0

武
蔵

野
市

芸
術

文
化

協
会

発
足

4
教

育
委

員
会

事
務

局
の

機
構

改
革

（
学

校
教

育
部

と
生

涯
学

習
部

の
設

置
）

訪
問

相
談

室
（
ガ

イ
ダ

ン
ス

ル
ー

ム
）
開

設
市

立
中

学
校

1
年

生
4
０

人
学

級
の

開
始

9
市

立
第

五
小

学
校

・
市

立
境

南
小

学
校

・
市

立
本

宿
小

学
校

に
ラ

ン
チ

ル
ー

ム
開

設
（
財

）
武

蔵
野

ス
ポ

ー
ツ

振
興

事
業

団
設

立

1
1

市
立

武
蔵

野
総

合
体

育
館

竣
工

4

肢
体

不
自

由
学

級
（
い

ぶ
き

学
級

）
の

開
級

（
市

立
第

四
中

学
校

）
教

育
セ

ン
タ

ー
ワ

ー
ル

ド
教

室
開

設
「
中

学
校

給
食

検
討

委
員

会
報

告
」
の

策
定

精
神

薄
弱

学
級

（
い

ず
み

学
級

）
閉

級
（
市

立
第

二
小

学
校

）

1
0

第
1
回

武
蔵

野
市

民
大

運
動

会
開

催
（
～

平
成

1
9
年

）

1
1

「
陶

磁
器

食
器

」
・
「
ト

レ
ー

」
の

導
入

開
始

4
肢

体
不

自
由

学
級

（
い

ぶ
き

学
級

）
の

移
転

（
市

立
大

野
田

小
学

校
）

帰
国

児
童

・
生

徒
、

在
日

外
国

人
の

相
談

指
導

の
開

始
市

立
小

・
中

学
校

全
学

年
4
０

人
学

級
の

開
始

7
肢

体
不

自
由

学
級

（
い

ぶ
き

学
級

）
の

移
転

（
市

立
第

四
中

学
校

）

5
9

平
成

315
2

6
2

5
7

6
3

昭
和

4
8 2



年
号

年
月

市
勢

・
機

構
改

革
な

ど
学

校
教

育
分

野
生

涯
学

習
分

野

2
「
中

学
校

の
完

全
給

食
に

つ
い

て
」
方

針
の

策
定

3
「
武

蔵
野

市
教

育
史

」
刊

行

4
「
フ

ォ
ー

ク
」
・
「
箸

」
の

導
入

開
始

1
0

市
立

学
校

施
設

の
開

放
に

関
す

る
条

例
施

行

1
2

市
立

小
学

校
図

書
室

開
放

の
開

始

2
武

蔵
野

地
域

学
長

懇
談

会
の

発
足

3
「
武

蔵
野

市
第

三
期

基
本

構
想

・
長

期
計

画
」
の

策
定

4
肢

体
不

自
由

学
級

（
い

ぶ
き

学
級

）
閉

級
（
市

立
第

四
中

学
校

）

1
0

市
立

千
川

小
学

校
新

校
舎

建
設

着
工

7
五

市
行

政
連

絡
協

議
会

構
成

市
の

「
図

書
館

相
互

利
用

」
開

始

9
「
先

割
れ

ス
プ

ー
ン

」
か

ら
「
ス

テ
ン

レ
ス

製
丸

ス
プ

ー
ン

」
に

変
更

1
0

武
蔵

野
地

域
五

大
学

共
同

講
演

会
開

始

3
市

立
千

川
小

学
校

校
舎

棟
落

成

4
セ

カ
ン

ド
ス

ク
ー

ル
市

立
小

学
校

1
3
校

全
校

で
実

施
市

立
中

央
図

書
館

開
館

6
市

立
千

川
小

学
校

に
ラ

ン
チ

ル
ー

ム
開

設

3
市

立
桜

堤
小

学
校

、
市

立
境

北
小

学
校

閉
校

4
市

立
桜

野
小

学
校

創
立

セ
カ

ン
ド

ス
ク

ー
ル

市
立

中
学

校
6
校

全
校

で
実

施
市

立
桜

野
小

学
校

に
ラ

ン
チ

ル
ー

ム
開

設

5
第

1
回

東
京

国
際

ス
リ

ー
デ

ー
マ

ー
チ

開
催

（
～

平
成

1
7
年

）

1
0

市
立

千
川

小
学

校
体

育
館

棟
落

成
情

緒
障

害
学

級
（
こ

ぶ
し

学
級

）
移

転
（
旧

桜
堤

小
学

校
）

7
武

蔵
野

地
域

五
大

学
共

同
教

養
講

座
開

始

8
武

蔵
野

市
給

食
事

業
検

討
委

員
会

発
足

1
1

市
制

施
行

5
0
周

年

4
肢

体
不

自
由

学
級

（
い

ぶ
き

学
級

）
開

級
（
市

立
第

四
中

学
校

）

9
「
武

蔵
野

市
給

食
事

業
検

討
委

員
会

報
告

書
」
の

策
定

1
武

蔵
野

市
給

食
施

設
利

用
推

進
委

員
会

発
足

6
米

飯
給

食
（
週

3
回

）
実

施

9
武

蔵
野

市
寄

付
講

座
開

始

3
市

立
小

・
中

学
校

全
校

で
ＩＳ

Ｏ
1
4
０

０
1
の

認
証

を
取

得
東

町
市

民
図

書
室

・
本

町
図

書
室

閉
室

4
肢

体
不

自
由

学
級

（
い

ぶ
き

学
級

）
休

級
（
市

立
第

四
中

学
校

）

5
土

曜
学

校
(学

校
週

五
日

制
対

応
事

業
)試

行

4
教

育
委

員
会

事
務

局
の

機
構

改
革

（
学

校
教

育
部

と
生

涯
学

習
部

を
廃

止
し

、
教

育
部

を
設

置
）

学
校

完
全

週
5
日

制
の

開
始

武
蔵

野
ス

ト
リ

ー
ト

ス
ポ

ー
ツ

広
場

の
設

置
図

書
館

運
営

委
員

会
設

置
土

曜
学

校
(学

校
週

五
日

制
対

応
事

業
)本

格
実

施

5
む

さ
し

の
ブ

ッ
ク

ス
タ

ー
ト

開
始

8
平

成

1
4965 1
0

1
1

1
34 7



年
号

年
月

市
勢

・
機

構
改

革
な

ど
学

校
教

育
分

野
生

涯
学

習
分

野

4
武

蔵
野

地
域

自
由

大
学

開
学

学
長

に
長

倉
三

郎
氏

が
就

任
（
～

平
成

2
8
年

3
月

）
武

蔵
野

市
図

書
交

流
セ

ン
タ

ー
設

置

8
新

潟
県

小
国

町
に

愛
蔵

書
セ

ン
タ

ー
開

館

1
0

市
立

大
野

田
小

学
校

校
舎

改
築

工
事

着
工

1
1

農
山

漁
村

の
豊

か
な

自
然

を
活

か
す

体
験

教
育

推
進

フ
ォ

ー
ラ

ム
開

催

8
遠

野
市

家
族

ふ
れ

あ
い

自
然

体
験

開
始

1
1

セ
カ

ン
ド

ス
ク

ー
ル

1
0
周

年
記

念
フ

ォ
ー

ラ
ム

開
催

3
市

立
大

野
田

小
学

校
校

舎
改

築
新

校
舎

棟
落

成
が

ん
ば

れ
小

国
ブ

ッ
ク

リ
サ

イ
ク

ル
開

催
（
1
0
月

に
第

2
回

を
開

催
）

4
教

育
支

援
セ

ン
タ

ー
開

設
市

立
大

野
田

小
学

校
パ

ブ
リ

ッ
ク

ア
ー

ト
完

成
市

立
大

野
田

小
学

校
に

ラ
ン

チ
ル

ー
ム

開
設

9
学

校
ビ

オ
ト

ー
プ

を
市

立
小

学
校

1
2
校

全
校

に
整

備
プ

レ
セ

カ
ン

ド
ス

ク
ー

ル
市

立
小

学
校

1
2
校

全
校

で
実

施

1
武

蔵
野

市
中

学
校

給
食

庁
内

検
討

委
員

会
設

置

7
武

蔵
野

市
中

学
校

給
食

検
討

委
員

会
設

置

8
学

校
給

食
新

作
メ

ニ
ュ

ー
審

査
会

開
催

9
新

デ
ザ

イ
ン

の
給

食
配

送
車

導
入

1
2

武
蔵

野
市

教
育

委
員

会
児

童
生

徒
表

彰
実

施
要

綱
の

制
定

子
ど

も
文

芸
賞

創
設

1
成

人
式

を
実

行
委

員
会

方
式

に
よ

り
開

催

3
「
武

蔵
野

市
中

学
校

給
食

検
討

委
員

会
報

告
書

」
の

策
定

4
教

育
委

員
会

事
務

局
の

機
構

改
革

（
教

育
支

援
課

の
設

置
）

情
緒

障
害

等
通

級
指

導
学

級
（
は

な
み

ず
き

学
級

）
開

級
（
市

立
第

四
小

学
校

）
学

習
支

援
教

室
の

開
始

全
小

中
学

校
で

臨
床

心
理

士
に

よ
る

派
遣

相
談

を
開

始

1
1

市
制

施
行

6
0
周

年

2
「
武

蔵
野

市
中

学
校

給
食

実
施

計
画

策
定

委
員

会
報

告
書

　
中

学
校

給
食

実
施

計
画

案
」
の

策
定

3
「
武

蔵
野

市
第

四
期

基
本

構
想

・
長

期
計

画
調

整
計

画
」
の

策
定

4
教

育
委

員
会

事
務

局
の

機
構

改
革

（
武

蔵
野

プ
レ

イ
ス

（
仮

称
）
開

設
準

備
室

の
設

置
）

1
1

市
立

第
二

中
学

校
で

完
全

給
食

開
始

中
学

校
給

食
用

食
器

・
白

衣
を

導
入

（
選

定
及

び
デ

ザ
イ

ン
は

中
学

生
代

表
に

よ
る

検
討

会
で

決
定

）

1
2

「
武

蔵
野

市
学

校
給

食
運

営
検

討
委

員
会

報
告

書
」
の

策
定

1
市

立
第

一
中

学
校

で
完

全
給

食
を

実
施

4
「
武

蔵
野

市
特

別
支

援
教

育
推

進
計

画
」
の

策
定

個
別

支
援

教
室

モ
デ

ル
事

業
の

開
始

（
市

立
大

野
田

小
学

校
、

市
立

千
川

小
学

校
、

市
立

井
之

頭
小

学
校

）
「
武

蔵
野

市
ス

ポ
ー

ツ
振

興
計

画
」
の

策
定

1
1

市
立

第
三

中
学

校
・
市

立
第

五
中

学
校

で
完

全
給

食
を

実
施

1
5

1
6

平
成

2
1

1
7

1
9

2
0

1
8



年
号

年
月

市
勢

・
機

構
改

革
な

ど
学

校
教

育
分

野
生

涯
学

習
分

野

1
市

立
第

六
中

学
校

で
完

全
給

食
を

実
施

3
「
武

蔵
野

市
学

校
教

育
計

画
」
の

策
定

一
般

財
団

法
人

武
蔵

野
市

給
食

・
食

育
振

興
財

団
設

立

4

市
立

第
四

中
学

校
で

完
全

給
食

を
実

施
肢

体
不

自
由

学
級

（
い

ぶ
き

学
級

）
開

級
（
市

立
第

四
中

学
校

）
桜

堤
調

理
場

の
調

理
業

務
を

一
般

財
団

法
人

武
蔵

野
市

給
食

・
食

育
振

興
財

団
に

委
託

特
別

支
援

教
室

モ
デ

ル
事

業
の

拡
充

（
市

立
第

二
小

学
校

、
市

立
境

南
小

学
校

）
教

育
支

援
セ

ン
タ

ー
に

ス
ク

ー
ル

ソ
ー

シ
ャ

ル
ワ

ー
カ

ー
1
名

を
配

置

(財
)武

蔵
野

ス
ポ

ー
ツ

振
興

事
業

団
を

(財
)武

蔵
野

生
涯

学
習

振
興

事
業

団
へ

改
組

「
武

蔵
野

市
生

涯
学

習
計

画
」
の

策
定

「
武

蔵
野

市
図

書
館

基
本

計
画

」
の

策
定

6
小

国
愛

蔵
書

セ
ン

タ
ー

閉
鎖

8
ス

ポ
ー

ツ
祭

東
京

2
0
1
3
武

蔵
野

市
実

行
委

員
会

設
立

9
学

校
情

報
シ

ス
テ

ム
導

入
（
全

1
8
校

）

1
0

市
立

桜
野

小
学

校
が

単
独

調
理

校
と

な
る

3
西

部
図

書
館

閉
館

4
北

町
調

理
場

、
単

独
調

理
校

（
4
校

）
の

調
理

業
務

を
一

般
財

団
法

人
武

蔵
野

市
給

食
・
食

育
振

興
財

団
に

委
託

財
)武

蔵
野

生
涯

学
習

振
興

事
業

団
の

公
益

財
団

法
人

へ
の

移
行

7
武

蔵
野

プ
レ

イ
ス

が
開

館
し

、
管

理
運

営
に

指
定

管
理

者
制

度
導

入

9
情

緒
障

害
等

通
級

指
導

学
級

（
こ

ぶ
し

学
級

）
移

転
（
市

立
第

二
中

学
校

）
家

庭
と

子
ど

も
の

支
援

員
の

配
置

開
始

「
武

蔵
野

市
子

ど
も

読
書

活
動

推
進

計
画

」
の

策
定

1
「
第

五
期

長
期

計
画

」
の

策
定

3
市

立
境

幼
稚

園
閉

園

1
0

市
立

第
四

中
学

校
　

本
校

舎
エ

レ
ベ

ー
タ

ー
設

置

4
個

別
支

援
教

室
モ

デ
ル

事
業

の
本

格
実

施

9
ス

ポ
ー

ツ
祭

東
京

2
０

1
3
開

催

4
情

緒
障

害
等

通
級

指
導

学
級

（
か

わ
せ

み
学

級
）
開

級
（
市

立
井

之
頭

小
学

校
）

個
別

支
援

教
室

の
拡

充
（
市

立
第

一
小

学
校

、
市

立
第

五
小

学
校

、
市

立
関

前
南

小
学

校
）

7
い

じ
め

防
止

基
本

方
針

策
定

1
2

武
蔵

野
ふ

る
さ

と
歴

史
館

開
館

2
市

立
桜

野
小

学
校

西
校

舎
増

築

3
「
第

二
期

武
蔵

野
市

学
校

教
育

計
画

」
の

策
定

武
蔵

野
市

学
校

給
食

財
務

委
員

会
を

解
散

し
、

業
務

を
武

蔵
野

市
給

食
・
食

育
振

興
財

団
に

引
継

ぎ
図

書
交

流
セ

ン
タ

ー
廃

止

4
地

方
教

育
行

政
法

の
改

正
武

蔵
野

市
総

合
教

育
会

議
の

設
置

教
育

史
編

さ
ん

室
の

設
置

／
教

育
推

進
室

の
設

置
市

立
全

小
・
中

学
校

で
セ

カ
ン

ド
ス

ク
ー

ル
を

実
施

か
ら

2
0
周

年
特

別
支

援
教

室
の

拡
充

（
市

立
第

三
小

学
校

、
市

立
本

宿
小

学
校

）
体

育
専

門
の

学
習

指
導

員
制

度
導

入

5
武

蔵
野

市
学

校
施

設
整

備
基

本
方

針
の

策
定

9
セ

カ
ン

ド
ス

ク
ー

ル
が

「
2
0
1
5
年

度
グ

ッ
ド

デ
ザ

イ
ン

賞
（
主

催
：
公

益
財

団
法

人
日

本
デ

ザ
イ

ン
振

興
会

）
」
を

受
賞

1
1
～

1
セ

カ
ン

ド
ス

ク
ー

ル
小

・
中

合
同

報
告

会
を

開
催

平
成

2
4

2
6

2
7

2
5

2
2

2
3



年
号

年
月

市
勢

・
機

構
改

革
な

ど
学

校
教

育
分

野
生

涯
学

習
分

野

2
ル

ー
マ

ニ
ア

国
ホ

ス
ト

タ
ウ

ン
登

録
武

蔵
野

市
、

教
育

委
員

会
、

特
定

非
営

利
活

動
法

人
武

蔵
野

ス
ポ

ー
ツ

ク
ラ

ブ
と

の
相

互
協

力
に

関
す

る
協

定
書

の
締

結

3
武

蔵
野

市
小

中
連

携
教

育
推

進
委

員
会

報
告

書
市

立
小

学
校

通
学

路
に

お
け

る
防

犯
カ

メ
ラ

全
校

設
置

完
了

4

先
生

い
き

い
き

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

実
施

単
独

調
理

校
の

学
校

給
食

費
の

経
理

を
一

般
財

団
法

人
武

蔵
野

市
給

食
・
食

育
振

興
財

団
が

担
う

こ
と

と
な

る
ス

ク
ー

ル
ソ

ー
シ

ャ
ル

ワ
ー

カ
ー

を
2
名

体
制

と
し

、
全

中
学

校
に

週
1
回

（
半

日
）
定

期
派

遣
を

実
施

「
武

蔵
野

市
ス

ポ
ー

ツ
振

興
計

画
」
の

一
部

改
定

武
蔵

野
市

生
涯

学
習

事
業

費
補

助
制

度
の

創
設

及
び

武
蔵

野
市

子
ど

も
文

化
・
ス

ポ
ー

ツ
・
体

験
活

動
団

体
支

援
事

業
費

補
助

制
度

の
改

正
マ

ル
チ

メ
デ

ィ
ア

デ
イ

ジ
ー

貸
出

開
始

5
い

じ
め

防
止

基
本

方
針

改
定

S
po

rt
s 

fo
r 

A
ll（

ス
ポ

ー
ツ

フ
ォ

ー
オ

ー
ル

）
実

施
2
0
1
6
年

日
本

建
築

学
会

賞
(作

品
)受

賞
（
武

蔵
野

プ
レ

イ
ス

）

6
武

蔵
野

市
子

ど
も

図
書

館
文

芸
賞

の
創

設

7
「
東

京
オ

リ
ン

ピ
ッ

ク
・
パ

ラ
リ

ン
ピ

ッ
ク

等
国

際
大

会
に

向
け

た
武

蔵
野

市
の

取
組

み
方

針
」
に

基
づ

く
行

動
計

画
の

策
定

9
全

校
全

普
通

教
室

に
電

子
黒

板
、

プ
ロ

ジ
ェ

ク
タ

ー
、

書
画

カ
メ

ラ
を

導
入

1
0

市
立

小
中

学
校

8
校

で
Ｐ

Ｃ
Ｂ

使
用

照
明

器
具

が
発

見
さ

れ
、

年
度

内
に

全
て

撤
去

完
了

市
民

会
館

へ
男

女
平

等
推

進
セ

ン
タ

ー
移

転
設

置

1
2

武
蔵

野
ふ

る
さ

と
歴

史
館

の
土

曜
開

館
開

始

3

武
蔵

野
市

小
中

一
貫

教
育

調
査

研
究

ワ
ー

キ
ン

グ
チ

ー
ム

に
お

け
る

論
点

整
理

「
学

校
施

設
整

備
基

本
計

画
中

間
の

ま
と

め
」
の

作
成

武
蔵

野
ス

タ
ー

ト
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
作

成
奨

学
金

支
給

条
例

廃
止

し
、

修
学

支
援

事
業

及
び

就
学

援
助

費
の

入
学

準
備

金
を

入
学

前
に

支
給

開
始

武
蔵

野
市

学
校

給
食

施
設

検
討

委
員

会
設

置

武
蔵

野
ふ

る
さ

と
歴

史
館

分
館

資
料

室
整

備

4

副
校

長
事

務
補

助
職

員
（
臨

時
職

員
）
の

配
置

タ
イ

ム
レ

コ
ー

ダ
ー

モ
デ

ル
校

市
立

大
野

田
小

学
校

の
児

童
数

の
増

加
に

よ
る

、
就

学
学

校
の

指
定

の
変

更
に

関
す

る
制

限
措

置
開

始
知

的
障

害
学

級
（
ひ

ま
わ

り
学

級
）
開

級
（
市

立
第

三
小

学
校

）
特

別
支

援
教

室
開

始
（
市

立
小

学
校

全
1
2
校

）

5
小

学
3
年

生
の

読
書

の
動

機
づ

け
指

導
　

5
0
周

年

7
「
武

蔵
野

市
学

校
給

食
施

設
検

討
委

員
会

報
告

書
」
の

策
定

武
蔵

野
プ

レ
イ

ス
来

館
者

1
,0

0
0
万

人
達

成

8
「
当

面
の

学
校

給
食

施
設

の
整

備
方

針
に

つ
い

て
」
方

針
策

定

9
全

校
に

無
線

Ｌ
Ａ

Ｎ
、

タ
ブ

レ
ッ

ト
端

末
（
コ

ン
ピ

ュ
ー

タ
ー

室
に

4
1
台

、
普

通
教

室
教

員
用

、
特

別
支

援
教

室
用

導
入

）
吉

祥
寺

図
書

館
改

修
工

事
に

伴
う

臨
時

窓
口

の
開

設

1
1

市
立

大
野

田
小

学
校

・
市

立
千

川
小

学
校

の
学

区
変

更
を

決
定

（
平

成
3
2
（
2
0
2
0
）

年
度

よ
り

適
用

）

2
武

蔵
野

市
小

中
一

貫
教

育
検

討
委

員
会

答
申

3
「
武

蔵
野

市
教

育
史

1
9
9
0
-
2
0
1
4
」
発

刊

4
学

習
指

導
講

師
（
市

講
師

）
制

度
化

小
学

校
知

的
固

定
学

級
の

学
区

変
更

吉
祥

寺
図

書
館

リ
ニ

ュ
ー

ア
ル

開
館

し
、

管
理

運
営

に
指

定
管

理
者

制
度

を
導

入
武

蔵
野

ふ
る

さ
と

歴
史

館
第

2
期

管
理

運
営

基
本

方
針

の
策

定

6
「
武

蔵
野

市
立

学
校

に
お

け
る

働
き

方
改

革
推

進
実

施
計

画
～

先
生

い
き

い
き

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

～
」
の

策
定

7
学

区
編

成
審

議
会

設
置

武
蔵

野
市

文
化

財
新

指
定

（
仙

路
翁

墓
碣

碑
、

武
蔵

野
八

景
碑

）

9
小

中
一

貫
教

育
あ

り
方

懇
談

会
設

置

1
0

学
区

編
成

審
議

会
答

申

1
1

小
中

一
貫

教
育

あ
り

方
懇

談
会

報
告

1
2

タ
イ

ム
レ

コ
ー

ダ
ー

全
校

設
置

市
立

桜
野

小
学

校
・
市

立
第

二
小

学
校

、
市

立
第

二
中

学
校

・
市

立
第

六
中

学
校

の
学

区
変

更
を

決
定

（
令

和
2
（
2
0
2
0
）
年

度
よ

り
適

用
）

平
成

2
8

3
0

2
9



年
号

年
月

市
勢

・
機

構
改

革
な

ど
学

校
教

育
分

野
生

涯
学

習
分

野

1
武

蔵
野

地
域

自
由

大
学

新
学

長
に

西
尾

勝
氏

が
就

任
（
～

令
和

4
年

3
月

）

3
「
武

蔵
野

市
民

科
教

員
向

け
手

引
」
の

作
成

・
配

布
「
武

蔵
野

市
立

学
校

に
係

る
部

活
動

の
方

針
」
の

策
定

「
第

二
期

武
蔵

野
市

図
書

館
基

本
計

画
」
の

策
定

4

全
校

で
タ

イ
ム

レ
コ

ー
ダ

ー
を

活
用

し
た

出
退

勤
シ

ス
テ

ム
運

用
開

始
市

立
本

宿
小

学
校

か
ら

市
立

第
三

小
学

校
へ

給
食

を
提

供
す

る
親

子
給

食
を

開
始 ス

ク
ー

ル
ソ

ー
シ

ャ
ル

ワ
ー

カ
ー

を
3
名

体
制

と
し

、
吉

祥
寺

・
三

鷹
・
武

蔵
境

エ
リ

ア
と

三
地

区
に

分
け

た
支

援
体

制
と

し
た

7
市

立
小

中
学

校
の

夏
季

休
業

期
間

を
7
月

2
1
日

～
8
月

2
6
日

に
変

更
（
実

施
は

令
和

2
年

度
か

ら
）

武
蔵

野
市

文
化

財
新

指
定

（
秋

本
家

文
書

）

1
0

学
校

徴
収

金
管

理
シ

ス
テ

ム
導

入
（
全

1
8
校

）

1
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
対

策
本

部
会

議
発

足
「
第

三
期

武
蔵

野
市

学
校

教
育

計
画

」
の

策
定

2
全

市
立

小
中

学
校

に
体

育
館

空
調

設
備

の
設

置
完

了

3
「
第

六
期

長
期

計
画

」
の

策
定

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
拡

大
防

止
の

た
め

、
市

立
小

中
学

校
の

臨
時

休
業

を
実

施
（
令

和
2
年

5
月

3
1
日

ま
で

）
「
武

蔵
野

市
学

校
施

設
整

備
基

本
計

画
」
の

策
定

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

拡
大

防
止

の
た

め
、

3
月

2
日

か
ら

、
図

書
館

（
～

6
月

1
4
日

）
、

武
蔵

野
ふ

る
さ

と
歴

史
館

（
～

5
月

3
1
日

）
、

市
民

会
館

（
～

5
月

3
1
日

）
、

武
蔵

野
プ

レ
イ

ス
（
～

6
月

7
日

）
、

総
合

体
育

館
（
～

6
月

7
日

）
、

温
水

プ
ー

ル
（
～

7
月

1
7

日
）
、

屋
外

プ
ー

ル
等

の
休

館
・
休

場

4

中
学

校
特

別
支

援
教

室
開

始
（
市

立
中

学
校

6
校

）
小

学
校

特
別

支
援

教
室

の
拠

点
校

増
設

（
市

立
千

川
小

学
校

）
ス

ク
ー

ル
ソ

ー
シ

ャ
ル

ワ
ー

カ
ー

を
6
名

体
制

と
し

、
中

学
校

区
に

1
名

の
配

置
と

し
た

「
第

二
期

武
蔵

野
市

生
涯

学
習

計
画

」
の

策
定

国
登

録
文

化
財

新
登

録
(旧

東
京

市
麻

布
区

役
所

庁
舎

(日
本

獣
医

生
命

科
学

大
学

一
号

棟
))

4
～

9
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

拡
大

防
止

の
た

め
、

セ
カ

ン
ド

ス
ク

ー
ル

、
プ

レ
セ

カ
ン

ド
ス

ク
ー

ル
、

修
学

旅
行

、
移

動
教

室
の

全
日

程
を

中
止

6

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

拡
大

に
よ

る
臨

時
休

業
後

の
学

校
再

開
に

伴
い

、
学

校
給

食
を

再
開

（
6
月

1
5
日

、
小

学
1
年

生
の

み
6
月

2
2
日

）
「
武

蔵
野

市
立

第
一

中
学

校
改

築
懇

談
会

」
の

設
置

「
武

蔵
野

市
立

第
五

中
学

校
改

築
懇

談
会

」
の

設
置

7

臨
時

休
業

に
よ

る
授

業
日

数
減

少
を

受
け

、
学

習
指

導
要

領
に

基
づ

い
た

教
育

活
動

を
進

め
る

た
め

、
夏

季
休

業
期

間
を

7
月

2
1
日

～
8
月

2
6
日

か
ら

8
月

1
日

～
8
月

2
3
日

に
変

更
む

さ
し

の
ク

レ
ス

コ
ー

レ
開

設

8
「
武

蔵
野

市
学

習
者

用
コ

ン
ピ

ュ
ー

タ
活

用
に

関
す

る
基

本
的

な
考

え
方

」
の

策
定

1
2

中
学

生
と

教
育

長
の

意
見

交
換

会
試

行
実

施
「
武

蔵
野

市
立

中
央

図
書

館
の

今
後

の
運

営
体

制
に

関
す

る
基

本
方

針
」
の

策
定

1
「
武

蔵
野

市
立

第
一

中
学

校
改

築
基

本
計

画
」
の

策
定

「
武

蔵
野

市
立

第
五

中
学

校
改

築
基

本
計

画
」
の

策
定

武
蔵

野
市

電
子

書
籍

サ
ー

ビ
ス

開
始

2
「
武

蔵
野

市
学

習
者

用
コ

ン
ピ

ュ
ー

タ
活

用
検

討
委

員
会

」
の

設
置

3
「
武

蔵
野

市
長

期
宿

泊
体

験
活

動
検

討
委

員
会

報
告

書
」
作

成
「
武

蔵
野

市
立

図
書

館
蔵

書
方

針
」
の

策
定

「
第

2
次

武
蔵

野
市

子
ど

も
読

書
活

動
推

進
計

画
」
の

策
定

4
一

人
1
台

の
学

習
者

用
コ

ン
ピ

ュ
ー

タ
と

高
速

通
信

環
境

の
整

備
武

蔵
野

市
民

科
の

全
面

実
施

を
開

始
（
対

象
：
小

学
5
年

生
～

中
学

3
年

生
）

7
武

蔵
野

プ
レ

イ
ス

開
館

1
0
周

年
武

蔵
野

市
文

化
財

新
指

定
（
御

殿
山

遺
跡

第
2
地

区
N

地
点

出
土

 縄
文

時
代

草
創

期
資

料
）

8
市

立
学

校
給

食
桜

堤
調

理
場

の
建

替
え

を
完

了
し

、
2
学

期
か

ら
提

供
開

始

1
0

武
蔵

野
市

学
校

・
家

庭
・
地

域
の

協
働

体
制

検
討

委
員

会
設

置
中

央
図

書
館

の
特

定
天

井
、

エ
レ

ベ
ー

タ
ー

等
の

改
修

工
事

及
び

空
気

調
和

設
備

の
更

新
工

事

1
2

武
蔵

野
市

長
期

宿
泊

体
験

活
動

実
施

要
綱

 改
定

（
令

和
4
年

4
月

1
日

か
ら

施
行

）
「
武

蔵
野

市
立

第
一

中
学

校
改

築
基

本
設

計
 概

要
版

」
の

策
定

「
武

蔵
野

市
立

第
五

中
学

校
改

築
基

本
設

計
 概

要
版

」
の

策
定

平
成

13
1 3

令
和

2



年
号

年
月

市
勢

・
機

構
改

革
な

ど
学

校
教

育
分

野
生

涯
学

習
分

野

2
「
武

蔵
野

市
立

学
校

に
お

け
る

働
き

方
改

革
推

進
実

施
計

画
～

先
生

い
き

い
き

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

2
.0

～
」
の

実
施

3
武

蔵
野

市
立

学
校

の
学

校
徴

収
金

事
務

取
扱

規
程

の
制

定
及

び
手

引
の

発
行

「
第

二
期

武
蔵

野
市

ス
ポ

ー
ツ

推
進

計
画

」
の

策
定

4

（
公

財
）
武

蔵
野

文
化

事
業

団
と

（
公

財
）
武

蔵
野

生
涯

学
習

振
興

事
業

団
が

合
併

し
、

（
公

財
）
武

蔵
野

文
化

生
涯

学
習

事
業

団
へ

名
称

変
更

武
蔵

野
市

立
図

書
館

協
議

会
設

置

6
中

学
生

と
教

育
長

の
意

見
交

換
会

を
ス

ク
ー

ル
ミ

ー
テ

ィ
ン

グ
に

名
称

変
更

し
、

各
市

立
学

校
で

順
次

実
施

開
始

武
蔵

野
市

文
化

財
新

指
定

（
平

野
家

文
書

）

8
吉

祥
寺

図
書

館
の

エ
レ

ベ
ー

タ
ー

改
修

工
事

、
屋

上
防

水
改

修
工

事

9
土

曜
学

校
の

在
り

方
有

識
者

検
討

会
議

1
0

国
登

録
文

化
財

新
登

録
(旧

赤
星

鉄
馬

邸
)

1
2

武
蔵

野
市

学
校

・
家

庭
・
地

域
の

協
働

体
制

検
討

委
員

会
報

告
書

提
出

1
武

蔵
野

地
域

自
由

大
学

学
長

に
松

井
孝

典
氏

が
就

任
（
～

令
和

５
年

３
月

）
市

民
会

館
の

屋
上

防
水

改
修

工
事

4
武

蔵
野

市
子

ど
も

の
権

利
条

例
施

行

「
武

蔵
野

市
立

第
五

小
学

校
改

築
基

本
計

画
」
の

策
定

「
武

蔵
野

市
立

井
之

頭
小

学
校

改
築

基
本

計
画

」
の

策
定

学
校

運
営

協
議

会
機

能
を

有
す

る
開

か
れ

た
学

校
づ

く
り

協
議

会
（
モ

デ
ル

校
）
設

置
（
境

南
小

・
第

一
中

）
武

蔵
野

市
い

じ
め

問
題

対
策

委
員

会
、

及
び

武
蔵

野
市

い
じ

め
防

止
関

係
者

連
絡

会
設

置

武
蔵

野
ふ

る
さ

と
歴

史
館

第
3
期

管
理

運
営

基
本

方
針

の
策

定

7
武

蔵
野

市
文

化
財

新
登

録
（
吉

野
家

の
大

ケ
ヤ

キ
、

伊
藤

家
の

大
ツ

バ
キ

）
1
0

中
央

図
書

館
地

下
書

庫
電

書
架

リ
ニ

ュ
ー

ア
ル

工
事

（
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計画策定の背景（ P5）   

概要版  

情報化社会の進展、長寿命化、少子・高齢化、就業・就労状況の変化、子どもの貧困 など、様々な
課題と社会情勢の変化のなか、予測困難ともいえる時代を迎えています。学校教育においても、子ど
もたちにどのような力を育んでいくのかを明確にし、それらに対応できるよう見直していく必要が
あります。  

教育委員会では、国の第３期教育振興基本計画、東京都の第４次東京都教育ビジョン等の趣旨を踏
まえながら、本市における教育の現状と課題を整理するとともに、目指す方向性を明らかにするた
め、現（第二期）計画を改定し、第三期武蔵野市学校教育計画を 策定しました。  

第三期武蔵野市学校教育計画

計画の位置付けと計画期間（ P5）   

武蔵野市第六期長期計画  
 

第三期

 

□新学習指導要領では、「知識及び技能」「思考力、判断力、表現力 等」「学びに向かう力、人間性 等」
といった資質・能力の育成が求められています。そのため、学校では、児童生徒が話し合ったり 課題
を追求したりする授業を展開することで、「主体的・対話的で深い学び」を実現することや、「カリキ
ュラム・マネジメント」に取組むことで、教育活動の質の向上を図っていく必要があります。(P30,42) 

□特別支援教育、不登校対応、日本語指導などを必要とする児童生徒の増加等により、一人一人の教育
的ニーズに的確に対応するための相談機能及び学習環境の整備、保護者・地域への理解促進が求めら
れています。 (P27,28,33,42) 

□教員の長時間労働の実態が明らかとなっており、校務の改善を図り、児童生徒に向き合う時間の確保
が必要です。 (P37,43) 

□保護者の就労状況が変化し、地域の大人が地域行事に参加しにくい現状において、学校・家庭・地域
が 子 ども の 育 ち に 対 す る 目 標を 共 有 し 、それぞれの役割を主体的に果たすためのしくみを整える必
要があります。 (P34,43) 

□未来を見据え、給食調理施設を含めた学校施設の計画的な更新・保全が必要で す。 (P39,40,43) 

現状と課題（ P27～ 43）   

第１章  
計画の位置付け  

計画策定の背景・趣
旨、位置付けなどを
記載  

第２章  
現状と課題  

こ の 間 の 教 育 に 関
わる様々な動き、前
計 画 の 取 組 状 況 か
ら課題を抽出  

第３章  
第 三 期 学 校 教 育
の 基 本 理 念 と 施
策  

計画の基本理念、施
策 の 基 本 的 な 考 え
方、施策と主要な取
組について記載  

 

計画の構成  

教育基本法第 17 条第 2 項に定める「教育の振興のための施策に関する基本的な計画」の一部とし
て、教育委員会が目指すべき学校教育の基本的方向性を示したものです。  

武蔵野市第六期長期計画の方向性を踏まえるとともに、第五次子どもプラン武蔵野（子ども・子育
て支援法に基づく「子ども・子育て支援事業計画」等に位置付け） にもその一部を反映しています。 

本計画の期間は、令和２年度から６年度までの５年間です。  

基本理念 

 

「生きる力」を育む教育を一層推進するとともに、子どもたち一人一人が様々な  
変化に主体的に向き合い、他者と協働して課題を解決していく力を育んでいきます。  

２．武蔵野市教育委員会の計画の概要  

 





 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
英語教育の充実（P52）  
 
〇英語の授業力の向上     

○市講師制度を活用した指導の実施 

〇ALT（外国語指導助手）の配置 

〇地域との連携等による日常的に英語と触

れ合う教育活動の実施 

 
武蔵野市民科の実施（P57）

  
〇小学校第５学年から中学校第３学

年を対象に、教科横断的なカリキ

ュラムにより、「自立」「協働」「社

会参画」に関する資質・能力（市民

性）を育成 

 
人権教育の推進（P60）  
 
〇いじめ、外国人、性自認、性的指向、

女性、障害者など人権課題を取り上

げた学習の確実な実施 

〇多様な人々と関わる体験活動 

〇ボランティア活動の推奨 

 

重点的な取組 

 
特別支援教室（通級）の体制整備（ P64）

  
〇特別支援教室の全市立中学校への導入 

〇小学校特別支援教室の拠点校増設による、巡回指導教員と

児童の在籍校の連携維持、強化 

 
スクールソーシャルワーカーと 
家庭と子どもの支援員の配置拡充 （P66）

  
〇不登校傾向の児童生徒の早期発見、早期対応 

〇スクールソーシャルワーカーの全中学校区（６名）配置と

家庭と子どもの支援員の配置拡充 

〇保護者への情報提供、交流の場づくり 

 
交流及び共同学習の推進（P62）  
 
〇特別支援学級と通常の学級との交流及び共同学習を推進

するための支援策の検討 

〇全小・中学校における交流及び共同学習の事例の共有 

〇教員、児童生徒、保護者、地域、関係機関に対する特別支

援教育及び合理的配慮に関する理解促進 

 

 
不登校児童生徒の多様な学びの場の 
あり方の検討と確保 （P66）  
 
〇チャレンジルームの機能強化と複数箇所設置の検討 

〇フリースクールの実態把握と学校連携強化 

〇不登校特例校の多角的研究 

 
武蔵野市立小・中学校における働き方改革の推進 

（P72） 
〇出退勤、出張等管理の ICT化       

〇学校徴収金管理システムの導入による事務軽減 

〇市講師の配置による教員の持ち時数削減、学習指導補助員

等の人的支援の拡充、一部教科担任制の導入 

〇清掃・給食等を見守り・支援するボランティア制度の検討 

〇スクールロイヤー制度の検討 

〇教員がアクセスしやすいクラウド環境整備等の検討 

 
切れ目のない 
相談支援体制づくり （P67）  
               
〇教育推進室と教育支援センター 

それぞれのさらなる機能強化      

〇入学前後における切れ目のない支援 

〇相談員の資質向上、適切な配置による教育支援センターの

体制強化 

 
主体的・対話的で深い学びの実現に向けた 
教員研修の実施 （P74）   
 
〇教育推進室による教員研修の充実 

〇若手教員、臨時的任用教員等に対する、教育アドバイザー

の授業観察・支援 

〇OJT の推進 

〇外部研修や模範授業、公開授業への積極的な参加奨励 

 
学校・家庭・地域が目標を共有した 
学校協力体制の構築 （P76）  
 
〇学校・家庭・地域を巡る様々な課題を踏まえた、学校・保

護者・地域の協働による学校運営のあり方の検討 

〇地域コーディネーターを中核とした組織的な協働のあり

方の検討 

 
新学校給食桜堤調理場の整備（P80）  
 
〇新学校給食桜堤調理場の建替による安定的な学校給食の

提供 

〇地域人材の活用による効果的な調理場の運営 

〇地域や家庭における食育推進 

 
学校改築の計画的な推進（P79）  
              
〇学校施設整備基本計画に基づく、 
計画的な学校施設の改築  

       

編集・発行      

令和２年２月 武蔵野市教育委員会教育部教育企画課 0422-60-1894 

計画全文はこちらから 
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